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（以下，pはページ，�は行，−はページの下からの行数（脚注を除く）．ページ数等は第２版第３刷の
もの．間違いや説明不足以外にも，行数や本書の構成上の取捨選択による改訂を含む．）

p. 33 �. 4 「得た結果は 1，要素 ω」　→　「得た結果は要素 ω」

p. 41 �. −6 「(3.14)」　→　「(3.13)」

p. 43 �. 6 「第 2四分位数」　→　「第 3四分位数」

p. 45 �. 14 「仙台県」　→　「宮城県」

p. 57 �. 5 「密度関数を持つ場合だけ公式を書いておく．」　→　「しかし，レヴィ(Lévy)の反転公式は，
一般的に書くと，積分と二重の極限を含み，やや煩雑である．（多くの確率・統計の教科書や webの
資料にある．）分布が滑らかな密度関数を持つ場合はやや簡単になる．」

p. 57 �. 6–8 定理 11の内容を以下で置き換える　→　「分布の密度 ρが xの近くで 2階連続微分可能な

らば，特性関数を φとすると，ρ(x) =
1
2π

lim
T→∞

∫ T

−T

e−
√−1xξφ(ξ)dξ と書ける．」

p. 68 �. −3, −7 「ρS(z) =」　→　「ρS(x) =」　（2カ所）

p. 112 �. −5 「-0.091」　→　「1.09」

および

「T12に従うはず」　→　「T12に従う確率変数の標本のはず」

p. 128 �. −7 式 (10.17)右辺冒頭「−1
2
」　→　「−n

2
」

p. 132 �. −9 「有意水準」　→　「信頼水準」

p. 133 �. −7 最右辺最後の項「log
vt̄2

m3q̄e
」　→　「n log

vt̄2

m3q̄e
」

（n倍が抜けている．なお，図は正しい式で作図してある．）

p. 137 �. −8 式 (10.25)の右辺に　→　「−n

2
log(2πv)」を追加

p. 138 �. −10 「最良性は成り立たない．」　→　「定理 28（の証明の考え方）では最良性を検証できない．」

（定理 28は，そこで注意したとおり，最良性の十分条件しか与えない．特に，（xi が iによるため）

データが同分布でないことと，母数が複数 a, bあってそれらの推定量が独立でないことから，追加の

考察を要する．結果としては誤差が偏りのない正規分布 N(0, v)の場合の一次式による回帰の最小 2
乗推定量は，最良推定量である．）

p. 139 �. 10 「ρ = (Vθ[ �̇n ]Vθ[ θ̂n ])−1」　→　「ρ = (Vθ[ �̇n ]Vθ[ θ̂n ])−1/2」

（分散の積の逆数ではなく，分散の積の平方根の逆数）

p. 145 �. −8 – p. 146 �. 2 「しかし，犯人であることの事前確率とは · · · 3% にも満たない．」　→　
「 すべての市民は平等に容疑者だから，p=1/10万と考えるべきで，ほぼ P[B—A]=1/1000 となって
X氏が犯人の確率は血痕の一致を考慮しても 0.1

（人口動態統計の紹介を兼ねた計算を示したが，過大評価で不適切．）



p. 161 �. 4 「(12.2)から」　→　「(12.1)から」

（ヨーロッパコールオプションは満期での価値 (12.1)が契約によって先に決まっていて，1期モデル
でも n期モデルでも，時間を遡ることで現在時刻での価格 E(0)が決まる．）

p. 167 �. 6 , 10 「(12.18)」　→　「(12.17)」　（2カ所）

p. 169 �. −9 式 (12.26)最右辺最後 「K0」　→　「K」

p. 209 �. 10 「-0.069」　→　「-0.833」

および

「T12に従うべき」　→　「T12に従う確率変数の標本のはず」

p. 217 �. −2 「http://homepage.mac.com/hiroshi_sugita/mcm.html」　→　「http://www.math.

sci.osaka-u.ac.jp/~sugita/mcm.html」

（なお，URLは頻繁に変わるので，キーワードで検索するほうが効率的な場合もある．）

pp.215–218 参考文献を更新する．第 3版 1刷の参考文献は以下のとおり．
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